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水，ついで Carnoy 液で濯流し生体固定後脳並びに脊髄を摘出， Carnoy 液で後固定を行い，ノf ラフィン
包埋， 10μ前頭断連続切片を作製し， Buffered Thionin PH 3.9 (Windle et al) ,Pyronin-Methylgreen , 
Gallocyanin で室温の下に染色した。運動性としては動眼神経核， 滑車神経核， 三叉神経運動核， 迷走










神経運動核，前角細胞などに著明で，一部の細胞では Nuclear cap が出現する c
3. ニッスル小体の変化について 動眼及び滑車神経核では，対照細胞に比して，ニッスル小体は軽度
に細粉化して膨大した細胞体内に均等に分布する。ニッス lレ小体の裕解，消失は認められない。三叉神経
運動核では，ニッスル小体は強度に細粉化して粉粒状となり， 一部には diffuse 乃至 homogenous にな
っているのを散見するが，染色度の低下は全く認められない。迷走神経運動核では，ニッスル小体の軽度
の分散がみられるが， 対照細胞が Karyochromic cell に属するので，対照に比較してむしろ染色牲は増
強するように思われる。前角細胞では，三叉神経運動核と同様にニッスル小体は細粉化し，著明に粉粒状
となるが染色性は対照と同様である。これらのニッスノレ小体の変化は，両棲類においては従来日甫乳類など
でのべられてきたいわゆる Chromatolysis の像とは非常に相異なったものである c
これに反して各神経節の細胞は，全例従来の典型的な Central chromatolysis を起した。即ちニッスノレ
小体は消失し，細胞質の染色性は減少する。ある細胞では核，及び核小休のみがよぢめられ，細胞の輪郭が
不明瞭になる。
4. 時間的変化について術後 1 日では変化は認められな L 、 o 3 11 後には三叉神経連動核並びに Gang­
lion prooticum communae に変化が生じ， 前角細胞， 脊髄神経節では一部の荊IIJ胞が変化を示す。更に 4
日後では， 動眼及び滑車神経核， 5 日後には迷走神経連動核攻ぴ Ganglion J ugulare が変化を起す。 7
'"'-'10 日後に各細胞とも変化の極期を示し， 14日後，各細胞は尚変化像を呈しているが，動目見及び滑車神経
核の細胞では著明に回復しつつあり， 21 日後では殆んど対照に類似する口 28日後では三叉及び迷走神経








xon reaction としてみられた Chromatolysis の像，即ちニッスノレ小体の消失が認められなかった。また
種々の運動性細胞において，それぞれ特有の変化を示す口これに対し各神経節細胞では，末梢神経切断に













3. 乙れに反し各知覚神経節細胞で、は， 典型的な central chromatolysis を生じた。三叉神経中脳核は
変化を認め千尋なかった。
4. その時間的変化は細胞の種類によってそれぞれ相異する q
5. 切断による神経細胞内のグリコーゲン反応の変化は認められない。 唾液不消化の Schiff 陽性物質
が存在し，その変化はニッスノレ小体の変化に並行する。
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